
  積女 ASSAL 北海道 第 2 回「茶話会」報告 

公益社団法人 日本建築積算協会北海道支部 

積女 ASSAL北海道 第 2回「茶話会」を開催しました。 

開催日時 2018年 11月 26日（月）15:00～17:00 

場 所 公益社団法人 日本建築積算協会北海道支部 会議室 

参加人数 12名 

 

1. オープニング（ 支部長より以下の挨拶がありました。） 

 新たに加わったメンバー（５名）もおり、改めてこの会の趣旨や活動への期待について挨

拶。 

 会員委員会の任意活動としてスタートしたが、代表者を定めて支部活動として明確化して

いくタイミングである。 

2. 参加者自己紹介 

 各自所属会社と担当業務の内容などを紹介してもらいました 

3. 会の名称について 

 これまで仮に「積女 ASSAL 北海道」として活動してきましたが、皆さんが集まった中で

正式にこの名称とすることを全会一致で確認しました。 

4. 代表者について 

 支部長より、渡辺さんを推薦する旨の話があり、皆さんに諮ったところ全員一致で了承と

なりました。 

 より継続的に活動するために、会員委員会の中に「ASSAL部会」として位置付けること

を、来年の役員改選時に提案したい、との支部長の話がありました。 

5. 茶話会（自由トーク） 

今回の主なテーマとして「これまで取り組んできた仕事を通して思うこと、参考になること」

としましたが、実際はテーマに固執せず色々な話が出ました。 

 建築積算士・コスト管理士の資格取得に関すること 

 積算・値入れ・設備など、お互いの業務の仕方に関する情報交換 

 残業や通勤時間など、勤務形態に関すること。 

 官庁工事、民間工事の積算における相違点 

 見学会等の有益性 

積算事務所・ゼネコン・不動産鑑定それぞれの立場から、参考になることを情報交換し、ベ

テランから新人まで和やかな雰囲気で、途中の缶ビール効果もあって、大いに盛り上がりまし

た。 

6. クロージング（ 以下支部長よりお話がありました。） 

 代表者を中心に、会員委員会も協力して「積女ｱｯｻﾙ北海道」の活動を展開して欲しい。 

 代表者を役員として支部運営に参画することで、会の活動も展開しやすくなる。 

 本部での「積女アッサル」の位置づけを明確化していく方針からも、北海道支部としては

先んじた対応となる。 

       



参加していただいた方々です。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 参加者 勤務先 

1 高 木 奈緒美 ㈱坂下積算 

2 赤 坂 華 奈 ㈱坂下積算 

3 村 上 晴 美 岩田地崎建設㈱積算部積算課 

4 渋 川 恵 乃 丸彦渡辺建設㈱設計積算部積算グループ 

5 鈴 木 貴美子 大成建設㈱札幌支店 建築部積算室 

6 桑 原 美 穂 大成建設㈱札幌支店 建築部積算室 

7 八重樫 桃 子 ㈱ネオ積算事務所 

8 多 田 千 恵 ㈱ネオ積算事務所 

9 渡 辺 明 恵 ㈱ネオ積算事務所 

10 高 橋 浩 子 ハマナス鑑定 （支部役員） 

11 大 澤 美 智 協会事務局 

12 富 田 克 己 協会支部長 

13 四ノ宮 建 司 協会副支部長・会員委員長 

2018 年 11 月 26 日 

積女 ASSAL 北海道第 2 回茶話会の様子です 


